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Abstract
  The purpose of this study was to clarify the process of camp counselors’ experiences of 
failure at an organized camp leading to growth. In Study 1, a survey was conducted to 
clarify camp counselors’ experiences of failure and growth content. Examples of failure 
and growth were collected through a free-response description format and classified on 
the basis of the KJ method. Responses were obtained from 68 people, and experiences of 
failure were classified into six categories, including “interactions with participants” and 
“specialized knowledge and skills”; growth content was classified into eight categories, in-
cluding “self-awareness” and “specialized knowledge and skills.” In Study 2, an interview 
survey was conducted with 17 respondents from Study 1 to clarify how camp counselors’ 
experiences of failure lead to growth. Analysis was performed using a modified ground-
ed-theory approach. Results showed that camp counselors acquire new awareness and 
move toward self-growth by recognizing problem situations and actions as failures and 
analyzing them. 
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Ⅰ．緒言
１．研究の背景と意義
組織キャンプを効率的に運営し、キャン
パー（参加者）の成長に寄与するためには
有能なキャンプカウンセラー（以下、カウ
ンセラー）の育成が必要不可欠である（高
橋・飯田，1997；多田・飯田，1998）。こ
れまで、カウンセラーの指導に関するス
キルや態度に焦点を当てた研究（土方，
2004；土方，2008）やキャンプ前のスタッ
フトレーニングの効果に焦点を当てた研究
（平野ら，1982；末原ら，2006）が行われ
ており、有能なカウンセラーを育成する上
でも、必要な知見が示唆されている。しか
しながら、カウンセラーを成長に導くよう
なキャンプ中の経験に焦点を当てた研究は
少なく、キャンプ中のどのような経験がカ
ウンセラーの成長に繋がっているのかは明
確にされていない。
カウンセラーを成長させる経験として、
失敗経験が挙げられる。キャンプの指導中
は、大なり小なり失敗が起こりうる。その
ため、失敗経験を活用することで、カウン
セラーの育成の一助になり得るのではない
だろうか。その失敗経験を成長に繋げるた
めには、畑村（2005）の提唱した失敗学が
有効であると考えられる。失敗学とは失敗
の意義に着目し、失敗を肯定的に捉え、失
敗から学びを得えることで創造に生かすた
めの学問である。池田ら（2012）は失敗に
対する価値観の構造を検討し、失敗には「失
敗からの学習可能性」といった価値観があ
ることを明らかにしている。これらのこと
からも、失敗から学ぶ、失敗からの学習と
いったように、失敗経験には肯定的な側面
があり、成長に関与する経験であると言え
る。カウンセラーの失敗経験に着目し、失
敗経験はどのようにしてカウンセラーの成
長に繋がるのかを明らかにすることで、有
能なカウンセラーを育成するための知見を
得られると考えられる。
２．研究の目的
本研究は、組織キャンプにおけるカウン
セラーの失敗経験がどのようにして成長に
繋がるのかという過程を明らかにすること
を目的とした。上記の目的を達成するため
に、2つの課題を設定した。
課題 1： 組織キャンプにおけるカウンセラー
の失敗経験、成長内容を明らかに
する。
課題 2： 組織キャンプにおけるカウンセラー
の失敗経験がどのようにして成長
に繋がっているのかを明らかにす
る。
Ⅱ．失敗経験と成長内容の分類（課題 1）
１．調査の手続き
2017 年 6 月下旬から 10 月上旬にかけて
X 社が提供するインターネット上のアン
ケートサービスを用いてアンケートフォー
ムを作成し、調査を実施した。調査対象者
の条件を「過去に 1 泊以上の組織キャンプ
でキャンプカウンセラー経験がある者」と
し、アンケートフォーム上に記載した。
２．調査の内容
アンケートフォームでは次の項目を設定
した。
①性別（選択式）
②カウンセラー経験（選択式）
③ カウンセラーとして指導経験のある活動
（選択式）
④成長に繋がった失敗経験（自由記述式）
⑤失敗経験から得た成長（自由記述式）
⑥ インタビュー調査への協力の可否（選択・
記述式）
３．分析方法
分析には KJ 法（川喜田，1970）による
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分類を用いた。KJ 法による分類は「成長
に繋がった失敗経験（以下、失敗経験）」、
「失敗経験から得た成長（以下、成長内容）」
の 2 つでそれぞれ行なった。失敗経験では
「何に関する失敗経験なのか」、成長内容で
は「どのような成長内容なのか」という観
点で分類を行なった。分類は著者 1 名、野
外活動を専門とする大学院生 1 名、野外活
動を学ぶ研究室に所属する大学生 3、4 年
生 2~4 名で行われた。1 つ 1 つ回答の内容
を確認し、全員の意見が一致したもののみ
分類した。
４．失敗経験、成長内容の分類結果
1）失敗経験の分類
失敗経験について「何に関する失敗経験
なのか」という観点で分類した結果、111
件の失敗経験は、6 の大カテゴリー、32 の
小カテゴリーに分類された（表 1）。
『参加者との関わり』はカウンセラー
が参加者と関わる中で起こる失敗であり、
「キャンパー同士が意見をぶつけ合う機会
を失わせてしまった」などの記述が挙げら
れた。『専門的な知識・技能』は指導で必
要なハードスキル、ソフトスキルに関する
失敗であった。また、レクリエーション運
営といった特殊技能や環境の変化への対応
といった技能が求められる指導での失敗も
含まれていた。「火起こしができなかった」
などの記述が挙げられた。『自己統制』は
忘れ物や寝坊といった自己管理や自己意識
に関する失敗であり、「フリータイム中に
居眠りをして、その後のプログラムに遅刻
したこと」などが挙げられた。『グループ
運営』はカウンセラーとしてグループを運
営していく中で起こる失敗であり、「歩き
回るプロ（グラム）のグループリーダーで
班をバラバラにしてしまった」などの記述
が挙げられた。『準備の不備』は事前準備
におけるミスや不足に関する失敗であり、
「準備不足により、活動に支障をきたした」
などの記述が挙げられた。『スタッフとの
関わり』では上位スタッフからの指摘やス
タッフ間の連携に関する失敗であり、「リー
ダー同士のミーティングが思うように進ま
なかった」などの記述が挙げられた。
2）成長内容の分類
成長内容について「どのような成長内容
なのか」という観点で分類した結果、113
件の成長内容は、8 の大カテゴリー、25 の
小カテゴリーに分類された（表 2）。
《自己意識》は自分自身の体調の管理、
行動時の意識といった自己に関する意識の
内容であり「自分の自己管理をしっかりと
することにより、人の管理もしっかりとで
きるようになったと思った」などの記述が
挙げられた。《専門的な知識・技能》は指
導で必要なハードスキル、ソフトスキルに
関する成長内容であった。また、レクリエー
ション運営といった特殊技能や環境の変化
への対応といった技能が求められる指導で
表 1　失敗経験の分類
表 2　成長内容の分類
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の内容が含まれていた。「テントを立てる
ときの質にこだわるようになった」などの
記述が挙げられた。《参加者との関わり方》
はカウンセラーが指導者としてキャンパー
に関わる中でもつ意識に関する内容であ
り、「真摯にキャンパーと向き合う姿勢が
身についた」などの記述が挙げられた。《参
加者重視の介入》はキャンパーの成長を
重視した介入の方法に関する内容であり、
「キャンパーの自主性に任せるか、そうで
ないか見極めることの重要性に気付けた」
などの記述が挙げられた。《準備の重要性》
は事前のシュミレーションや事前の準備と
いった準備に関する内容であり、「キャン
プにおいては登山に限らずに必ず下見を
行ったり、不明なことや不安なことは必ず
調べるなり、人に聞くなどして、問題・課
題を解決してから臨むことが大切である」
などの記述が挙げられた。《コミニュケー
ションスキル》はキャンパーとコミニュ
ケーションをとる中で必要なスキルに関す
る内容であり、「子どもの声に耳を傾ける
大切さを学んだ」などの記述が挙げられた。
《組織の連携》はキャンプを運営するスタッ
フ間のコミニュケーションや、連携の重要
性などに関する内容であり、「全体での話
し合いの大切さ。個人ではなく、チームの
動きや決定の大切さを学ぶ」などの記述が
挙げられた。《判断》は指導中の判断に関
する内容であり、「それまでの経験の中か
ら、選択肢を絞り出して判断するという体
験をすることができた」などの記述が挙げ
られた。
Ⅲ．失敗経験が成長に繋がる過程（課題 2）
１．修正版グラウンデット・セオリー・ア
プローチ（M-GTA）
課題 2 を達成するために、質的研究法
の 1 つである修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチ（以下 M-GTA）を採用
した（木下，2003）。M-GTA とはデータ
に密着した分析から独自の理論を生成する
分析法である。その理論とは、「人間と人
間の直接的なやりとり、すなわち社会的相
互作用に関係し、人間行動の説明と予測に
有効であって、同時に研究者によってその
意義が明確に確認されている研究テーマに
よって限定された範囲内における説明力に
優れた理論（p82）」である。また、適した
研究として、医療・看護、教育などのヒュー
マンサービス領域、研究対象自体がプロセ
ス的性格を持っていることが挙げられる
（p66）。本研究の課題 2 はカウンセラーの
失敗経験が成長に繋がる過程を明らかにす
ることである。研究の対象が野外教育とい
う教育の領域であり、失敗経験が成長に繋
がる過程というプロセス的性格を持ってい
ることから本研究の課題 2 では M-GTA の
分析技法が適していると判断した。
２．調査の手続き
インターネットフォームによる調査で、
インタビュー調査への協力が得られた 17
名を対象にインタビュー調査を行った。イ
ンタビュー調査は 2017 年 9 月上旬から 10
月上旬にかけて行われた。日時と場所は、
対象者に都合のつく日時、集合しやすい場
所を指定してもらった。
３．調査の内容
調査は半構造化インタビュー形式で行わ
れた。大まかな質問項目は下記の通りであ
る。
①カウンセラー経験の概要
② アンケートフォームで回答した失敗経
験・成長内容について
③失敗経験をどのように意味づけているか
④ あまり成長に繋がっていないと思う失敗
経験について
インタビュー調査は 1 人あたり 50~70
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分程度行われた。調査で得られた音声デー
タから逐語データを作成し、1 人の音声
データから 6,000~19,000 字の逐語データ
が得られた。1 名の音声データのみ、キャ
ンプカウンセラーとしてではなく、プログ
ラムディレクターとしての失敗経験の語り
であったため、分析の対象から除外し、16
名分の逐語データを分析対象とした。
４．分析技法
1）分析テーマの設定
本研究では分析テーマを「キャンプカウ
ンセラーの失敗経験が成長に繋がる過程と
その過程に影響を与える要因」と設定した。
また、分析焦点者を「過去、1泊以上のキャ
ンプでカウンセラー経験があり、自身が失
敗もしくは問題と捉えることができる経験
をしている者」とした。
2）概念の生成
分析テーマと分析対象者の視点で逐語録
を読み進め、逐語データ中の関連する箇所
に注目し、それを一つの具体例として概念
名、概念の定義を分析ワークシートに記入
した（表 3）。なお、同時平行で概念と類
似する具体例を逐語データから探し、概念
を検討・修正することで、一定の多様性を
保つようにした。また、概念の妥当性は類
似例だけでなく、対比例についても検討し、
解釈が恣意的になる可能性を防いだ。さら
に、同時並行で、生成された概念同士の関
係性も理論的メモを立ち上げ、逐一、書き
込みながら進めた。
3）カテゴリーの生成
生成された個々の概念と他の概念の関係
性を一つずつ検討した。この際に理論的メ
モの内容を活用し、概念間の関係を多角的
に検討した。2 つの概念を関係付けたら、
それに関係してくる概念を検討し、複数の
概念から成るカテゴリーを生成した。
4）結果図とストーリーラインの作成
カテゴリーと概念の関係性を表す結果図
を作成した。この結果図は分析焦点者を中
心とした人間の行動や相互作用の変化、動
きを説明するものである。また生成したカ
テゴリーと概念を用いて結果図について完
結に説明するストーリーラインを文章化し
た。
5）理論的飽和化の判断
理論的飽和化とは新しく逐語データを
読み込んでも、生成した概念の確認とな
り、新たな重要な概念が生成されなくなっ
た段階である。本研究では以下のような理
論的飽和化の具体的な判断を行なった。ま
ず、小さな理論飽和化として、個々の概念
の完成状態を複数の具体例に支えられてい
るかにより判断した。さらに、データと概
念がフィットしているかどうか、対比例の
チェックなど逐語データとの関連を確認
し、概念の理論的飽和化を判断した。次に、
分析結果全体に対して、新たに重要な概念
が生成されない段階まで分析を行い、概念
同士の関係性、カテゴリーの関係性、全体
としての統合性などを検討し、それぞれの
レベルで重要な部分が抜け落ちていないか
を検討し、最終的な理論的飽和化の判断を
下した。
表 3　分析ワークシートの例
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4．結果
1）全体のストーリーライン
分析の結果、34の概念と15のカテゴリー
が生成された。ここでは分析の結果である
結果図 ( 図 -1) と全体の過程を示すストー
リーラインを提示する。文章中の下線は概
念を、【】はカテゴリーを表す。カウンセラー
の失敗経験が成長に繋がる過程の全体的な
流れを以下に示す。
カウンセラーはキャンプ中に【問題発生
状況への直面】を経験し、その経験に対し
て【認知と分析】を行うことで【自己成長
の動き】を見せることが明らかとなった。
2）カテゴリー別のストーリーライン
①問題発生状況への直面
カウンセラーはキャンプ中に、問題発生
状況へ直面する場面があり、問題に対する
対処言動を取っていた。またその状況に直
面する前に、引き金的言動と取っているこ
ともあった。それらの言動に直接的に影響
を及ぼしているのが思い込みであった。こ
れは、【指導観】、曖昧な知識、甘い認識、
性格によって構成される【思い込みの生成
要因】によって引きおこされる意識であっ
た。【指導観】は過去のカウンセラー経験
による指導観と元々の指導観の 2 つで構成
されていた。また、経験の不足が、【指導観】、
曖昧な知識、甘い認識に影響していた。
②認知と分析
【認知と分析】は【問題発生状況と言動】
に対して失敗と認知し分析を行う過程で
あった。【失敗の認知】には、状況や言動
に対して、「ミスをした」、「失敗した」と
自分自身で失敗を認知する状況からの失敗
認知と、他者から状況や言動について指摘
されることで失敗を認知する【状況や言動
への指摘】があった。後者は指摘する人で
分けられ、他の班のカウンセラーやキャン
図 1　キャンプカウンセラーの失敗経験が成長に繋がる過程の結果図
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プの運営スタッフなどの立場が近い者の指
摘、教員に当たる人物やキャンプの責任者、
主催団体の職員といった立場が上の者の指
摘の概念で構成されていた。この【失敗の
認知】という過程により【問題発生状況と
言動】を失敗と捉え、状況や言動に対して
分析するという過程に繋がっていた。
【失敗の分析】は認知した失敗に対して
なぜ失敗したのか、どのような言動を取っ
ていたのかなど、分析を行う過程であった。
自発的な自己内省は自分自身で失敗に対し
て自発的にふりかえり、自己内省を行う過
程であった。【他者の影響による分析】は
他者からの指摘や行動による感化によって
分析を行うケースと、スタッフ同士の経験
の共有が行われる中でアドバイスなどを受
けて、分析を行うケースがあった。
このような【失敗の認知】、【失敗の分析】
が行われる過程の中で、【不安定な心情要
因】が想出されることがあった。このカテ
ゴリーは、【負の心情】、迷いや葛藤、他者
への迷惑認知、他者からの見られ方で構成
されていた。【負の心情】に含まれる感情は、
悔しさや後悔といったものであった。
③自己成長への動き
【成長のはじまり】は【失敗の分析】が
行われたのちに成長へと動きだす過程で
あった。【失敗の分析】によって参加者と
の関わり方に関する気づき、自分自身に関
する気づき、カウンセラーの役割に関する
気づきといった【新たな気づき】が生まれ
ていた。中でも、参加者への関わり方の気
づきを通して自分自身に関する気づきも得
ているケースが多かった。この【新たな気
づき】を得たのちに変化意識の芽生えが生
じ、その後は気づきを重視した言動をとっ
ていた。この【変化意識の芽生え】は【認
知と分析】の過程で想出された【不安定な
心情要因】が影響していることもあった。
気づきを重視した言動を行うことで、【自
己成長の認知】に至るケースが見られた。
自己成長は自己成長を認識するカウンセ
ラー経験や、言動に関する自信の獲得によ
り認知されていた。また、他者からの肯定
的な評価を受けることでも自己成長は認知
されており、これらの認知により肯定的感
情へと繋がっていた。さらに、キャンプ長
やキャンプの運営スタッフといった立場に
立った時に、他の役職時に活きる実感を得
ていたり、日常生活といったキャンプ外の
場で活きる実感を得るなどの【他の立場で
の実感】による【自己成長の認知】も見ら
れた。
一方、気づきを重視した言動から【自己
成長の認知】に直接繋がらない場合もあり、
その場合は【経験の蓄積】となっていた。
気づきを重視した言動がうまく行かない場
合は、指導経験の蓄積となっていた。その
他にもキャンプ指導外の場面でも野外活動
に関する経験・知識の蓄積となっていた。
【経験の蓄積】は経験の不足に直結してお
り、【指導観】や曖昧な知識、甘い認識と
いった【思い込みの生成要因】影響を与え、
思い込みが修正されていた。カウンセラー
は指導を行う中で、【問題発生状況と言動】
を繰り返し、経験を蓄積させることで【自
己成長の認知】に到達していた。
Ⅳ . 総合的考察
これらの結果を踏まえ、カウンセラー
は専門的な知識や技能が不足していたり、
キャンパーとの関わり経験が不足している
と問題状況へ直面しやすいと考えられる。
問題状況の前後にとる言動には思い込みが
影響しており、その思い込みの背景には経
験不足といった要因が存在している。参加
者への関わり、専門的な知識・技能に関す
る失敗経験の記述において「〇〇ができな
かった」といったという記述が多く、失敗
を経験した時期についてのインタビューで
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も「比較的、経験が浅いときの経験であっ
た」という回答が多かった。このように、
比較的カウンセラー経験の少ない者は指導
知識や技能や参加者との関わりに関する問
題状況に直面しやすく、失敗と認知しやす
いことが窺える。
失敗経験が成長に繋がる過程の全体の
ストーリーラインで提示した、【問題発生
状況と言動】→【失敗の認知】→【失敗の
分析】・新たな気づき→気づきを重視した
言動といった過程は Kolb（1984）が提唱
した体験学習サイクルの過程と非常に類似
している。Kolb の体験学習サイクルは①
具体的な体験、②内省・観察、③概念化・
一般化、④仮説化・実験といったサイクル
を回し体験から学習するプロセスである。
【問題発生状況と言動】はキャンプ中の体
験であることから具体的な体験であると言
える。【失敗の認知】は状況や言動に対し
て、どのようなことが起こっていたのかな
どと観察を行うことで、失敗と認知できる
段階であると考えられる。【失敗の分析】・
新たな気づきは認知した失敗についてなぜ
起こったのか、どのようにすればよかった
のかなどと考察する段階である。失敗につ
いて、概念化・一般化が行われていた段階
であると考えられる。気づきを重視した言
動は新たな気づきで得た内容を重視して言
動を起こしている段階であり仮説化・実験
の段階であると推察される。このことから
も、本研究の結果図は体験学習サイクルを
基盤としており、1 つの学習過程として成
立すると考えられる。また蓑内（2007）は
キャンプ指導者の自尊感情、自己概念の変
容にはストレスが要因として影響してお
り、「ストレス状況への直面→働きかけ→
克服→変化・自覚→自尊感情・自己概念の
変容」といった過程を報告している。本研
究においても、問題となる状況へ直面し失
敗と認知し、分析の過程で失敗したという
事実に対して「なぜ失敗したのか、どうし
たらよかったのか」などと積極的に働きか
けていたのではないかと考えられる。さら
に新たな気づきを得て、気づきを重視した
言動をとり、自己成長を認知したという過
程は蓑内の報告と類似していると考えられ
る。このことからも、カウンセラーが成長
する過程では、ストレス状況や失敗状況と
いう問題場面に対して、積極的に働きかけ
ることがキャンプ指導者として成長する一
つの要因ではないかと考えられる。さらに
鈴木ら（2015）は失敗を成長の機会とただ
認知するのみではなく、併せて積極的な行
動意欲が高まることの重要性を指摘してい
る。このことからも新たな気づきを得たの
ちに気づきを重視した言動を行おうとする
意識が失敗から成長に繋がる過程において
重要であると言えよう。一方で失敗経験の
中には、【経験の蓄積】を経て【自己成長
の認知】に繋がるケースも見られた。アン
ケートフォームの成長内容の記述において
も「経験値アップ」といった記述が数件見
られ、【自己成長の認知】に直結しない場
合でも経験値として蓄積されていたことが
窺える。またキャンプでは他者や自然環境
の変化など様々な要素が複合的に関わり
合っている。気づきで得た新たな価値観で
指導の実践を試みても、別の要因が原因で
失敗や問題状況に再度直面してしまうこと
も多々あると思われる。このような場合で
もカウンセラーとして経験値を蓄積させ、
思い込みを修正することで【自己成長の認
知】に近づくと考えられる。
Ⅴ．結論
 1） カウンセラーの成長に繋がった失敗経
験は、『参加者との関わり』、『専門的
な知識・技能』、『自己統制』、『グルー
プ運営』、『準備の不備』、『スタッフの
関わり』に分類された。
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 2） カウンセラーの失敗経験から得られた
成長内容は、《自己意識》、《専門的な
知識・技能》、《参加者との関わり方》、
《参加者重視の介入》、《準備の重要性》、
《コミニュケーションスキル》、《組織
の連携》、《判断》に分類された。
 3） カウンセラーは問題状況や言動に対し
て失敗と認知し、分析を行うことで新
たな気づきを得ていた。さらに新たな
気づきで得られた内容を重視した言動
を取ることで自己成長への動きを見せ
ていた。
 4） カウンセラーの失敗経験には、思い込
みが背景として存在していた。指導経
験や野外活動に関する経験を蓄積させ
ることによって経験不足が補われ、思
い込みが修正されていた。
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